
■
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
・
Ｂ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
、
燃
料
電
池
地
球
環
境

　
一
般
家
庭
で
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
へ
の
関
心
が
高
ま
る
中
、
家
庭
用
燃
料
電
池
「
エ

ネ
フ
ァ
ー
ム
」
が
普
及
の
テ
ン
ポ
を
速
め
て
い
る
。
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
や
小
型
化
が
徐
々

に
進
み
、
政
府
の
助
成
制
度
に
よ
る
後
押
し
も
あ
っ
て
、
新
築
物
件
を
中
心
に
採
用
が

増
加
。
２
０
１
３
年
は
集
合
住
宅
用
な
ど
、
も
う
一
段
の
普
及
の
弾
み
と
な
る
商
品
も

投
入
さ
れ
る
予
定
。
将
来
は
そ
の
燃
料
と
な
る
水
素
を
社
会
イ
ン
フ
ラ
に
広
げ
よ
う
と

い
う
構
想
も
あ
り
、
具
体
化
に
向
け
た
動
き
が
相
次
い
で
登
場
し
そ
う
だ
。

パナソニック東京汐留ビル受付にあるデ
ィスプレーでは消費電力を確認できる

ホンダがさいたま市で実証中のスマー
トハウスにあるエネルギー機器など

新
機
種
発
表
会
で
握
手
す
る
東
ガ
ス
の
穴
水

部
長

と
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
の
清
水
リ
ー
ダ
ー

ＪＸ日鉱日石エネルギーが実証の
ため社宅に設置したエネファーム

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
い
つ
、
ど
こ
で
、
ど
れ
だ
け
使
っ
て
い
る
か
を
監
視
す
る
エ
ネ
ル
ギ

ー
管
理
シ
ス
テ
ム

Ｅ
Ｍ
Ｓ

が
脚
光
を
浴
び
て
い
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
見
え
る
化

だ
け
で
な
く
、
機
器
の
自
動
制
御
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
効
利
用
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
活
用
法
が
期
待
さ
れ
る
か
ら
だ
。
２
０
１
２
年
度
は
経
済
産
業
省
が
ビ
ル
や
住

宅
へ
の
導
入
促
進
事
業
を
開
始
し
、
電
機
や
住
宅
・
住
設
メ
ー
カ
ー
が
相
次
い
で
製
品

を
発
売
し
た
。
Ｅ
Ｍ
Ｓ
は
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
実
現
に
欠
か
せ
な
い
ツ
ー
ル
で

も
あ
り
、
普
及
に
期
待
が
か
か
る
。

水
素
イ
ン
フ
ラ
充
実
に
期
待

小
型
・
低
価
格
化
で
拡
販
エ
ネ
フ
ァ
ー
ム

家
庭
普
及
へ
最
適
制
御
追
求

「
Ｅ
Ｍ
Ｓ
」
広
が
る
活
用
法

実験中の水素ステーションで
の充填作業（東京・杉並区）

　　 ２０１３年 平成２５年 ２月２８日 木曜日 （第２部） 　　 （ ）

　
Ｂ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
は

事
業
者
が

提
供
し
て
い
る
。
現
在
、
申

請
件
数
で
１
位
な
の
が
エ
ナ

リ
ス

東
京
都
足
立
区

だ
。
同
社
は
翌
日
の
電
力
需

要
を
時
間
ご
と
に
正
確
に
予

測
す
る
機
能
を
訴
求
し
て
い

る
。
予
測
で
目
標
の
上
限
値

を
超
え
そ
う
な
時
間
が
わ
か

れ
ば
、
そ
の
時
間
帯
に
業
務

の
集
中
を
避
け
る
な
ど
の
対

策
を
打
て
る
。
し
か
も
前
日

に
き
め
細
か
い
予
測
が
あ
れ

ば
余
裕
を
持
っ
た
対
策
を
講

じ
ら
れ
る
の
で
、
ビ
ル
側
は

業
務
へ
の
支
障
を
抑
え
た
節

電
活
動
が
で
き
る
。

　
高
精
度
予
測
は
本
業
で
あ

る
特
定
規
模
電
気
事
業
者

Ｐ
Ｐ
Ｓ
の
業
務
代
行
で
培

っ
た
。
業
務
代
行
と
は
電
力

の
需
要
量
と
発
電
量
を
一
致

さ
せ
る
事
業
で
、
電
力
需
要

が
増
大
す
れ
ば
供
給
す
る
電

力
を
増
し
、
逆
に
需
要
が
減

る
と
供
給
量
を
絞
る
。
法
律

で
は

分
ご
と
に
監
視
し
、

需
給
の
誤
差
を
３
％
以
内
に

抑
え
る
運
用
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
こ
の
「
誤
差
３
％
」

の
厳
し
い
条
件
を
守
る
た
め

に
予
測
精
度
を
高
め
た
。

　
経
産
省
は
ホ
ー
ム
エ
ネ
ル

ギ
ー
管
理
シ
ス
テ
ム

Ｈ
Ｅ

Ｍ
Ｓ

の
導
入
促
進
事
業
も

展
開
し
て
お
り
、
電
機
メ
ー

カ
ー
以
外
に
積
水
ハ
ウ
ス
や

大
和
ハ
ウ
ス
工
業
、
ミ
サ
ワ

ホ
ー
ム
、
Ｌ
Ｉ
Ｘ
Ｉ
Ｌ
な
ど

住
宅
・
住
設
メ
ー
カ
ー
も
助

成
対
象
Ｈ
Ｅ
Ｓ
Ｍ
を
販
売
し

て
い
る
。
そ
の
う
ち
の
１
社

で
あ
る
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
は

年

月
、
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
の
中
核

機
器
「
ア
イ
セ
グ
」
を
発
売

し
た
。
家
庭
内
の
電
気
、
ガ

ス
、
水
道
の
使
用
量
の
監
視

と
、
エ
ア
コ
ン
、
Ｉ
Ｈ
ク
ッ

キ
ン
グ
ヒ
ー
タ
ー
、
自
然
冷

媒
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
給
湯
機

「
エ
コ
キ
ュ
ー
ト
」
と
い
っ

た
家
電
の
自
動
制
御
が
で
き

る
。
自
動
で
エ
ア
コ
ン
を
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
運
転
に
し
た

り
、
Ｉ
Ｈ
ク
ッ
キ
ン
グ
ヒ
ー

タ
ー
の
火
力
を
弱
め
た
り
す

る
こ
と
が
で
き
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
使
用
量
を
減
ら
し
て
く
れ

る
。
同
社
は
蓄
電
池
や
太
陽

光
発
電
シ
ス
テ
ム
と
も
連
携

さ
せ
、
節
電
を
自
動
で
実
現

す
る
シ
ス
テ
ム
「
ス
マ
ー
ト

Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
」
と
し
て
展
開
し

て
い
る
。
ア
イ
セ
グ
の
価
格

は

万
円
程
度
。
導
入
促
進

事
業
で

万
円
が
助
成
さ
れ

る
の
で
低
価
格
で
設
置
で
き

る
。

　
将
来
、
Ｂ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
、
Ｈ
Ｅ

Ｍ
Ｓ
は
ビ
ル
内
や
住
宅
内
に

と
ど
ま
ら
ず
に
系
統
と
も
つ

な
が
る
。
電
力
需
給
が
逼
迫ぱ

く

ひ
っ

し
、
電
力
会
社
か
ら
節
電
を

要
請
す
る
デ
マ
ン
ド
レ
ス
ポ

ン
ス
信
号
が
発
信
さ
れ
た

時
、
ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー

通
信
機
能
付
き
電
力
量

計

が
信
号
を
受
信
し
、
Ｂ

Ｅ
Ｍ
Ｓ
、
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
を
介
し

て
機
器
の
運
転
を
自
動
制
御

す
る
役
割
も
想
定
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
は
電
気

自
動
車
や
プ
ラ
グ
イ
ン
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
車
と
も
連
携
し
、

車
載
電
池
と
家
庭
の
電
力
の

や
り
と
り
も
管
理
す
る
。
さ

ら
に
住
宅
同
士
で
電
力
を
融

通
し
あ
う
使
わ
れ
方
も
想
定

さ
れ
る
。
ホ
ン
ダ
が
さ
い
た

ま
市
内
で
実
施
し
て
い
る
ス

マ
ー
ト
ハ
ウ
ス

次
世
代
環

境
住
宅

の
実
証
事
業
に
東

芝
も
参
加
。
両
社
は
Ｈ
Ｅ
Ｍ

Ｓ
と
ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
を

使
い
、
ス
マ
ー
ト
ハ
ウ
ス
３

棟
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
ま
と
め

て
監
視
し
、
最
適
に
制
御
す

る
技
術
を
検
証
す
る
。

　
Ｂ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
、
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
は

ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

の
実
現
に
欠
か
せ
な
い
。
す

で
に
技
術
は
確
立
さ
れ
て
お

り
、
現
在
は
市
場
導
入
が
始

ま
っ
た
段
階
。
節
電
な
ど
で

使
う
側
も
メ
リ
ッ
ト
を
感
じ

ら
れ
れ
ば
、
普
及
が
加
速
さ

れ
る
だ
ろ
う
。

　
Ｅ
Ｍ
Ｓ
の
代
表
格
が
、
ビ

ル
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
シ
ス
テ

ム

Ｂ
Ｅ
Ｍ
Ｓ

だ
。
ビ
ル

の
フ
ロ
ア
別
、
部
屋
別
、
設

備
別
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量

を
集
計
し
て
一
元
管
理
す

る
。
集
計
デ
ー
タ
で
グ
ラ
フ

を
作
成
す
れ
ば
、
ど
の
時
間

帯
に
使
用
電
力
量
が
増
え
て

い
る
の
か
、
ど
の
場
所
で
電

力
が
消
費
さ
れ
て
い
る
か
を

分
析
で
き
る
。
ム
ダ
に
使
わ

れ
て
い
る
時
間
や
場
所
を
発

見
で
き
れ
ば
、
そ
こ
が
節
電

ポ
イ
ン
ト
だ
。
最
新
の
Ｂ
Ｅ

Ｍ
Ｓ
は
情
報
通
信
技
術

Ｉ

Ｃ
Ｔ

や
セ
ン
サ
ー
を
組
み

合
わ
せ
て
機
器
を
自
動
制
御

し
て
節
電
す
る
機
能
も
備
え

て
い
る
。

　
東
芝
も
Ｂ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
を
手
が

け
る
１
社
。
ビ
ル
の
規
模
別

に
「
ス
マ
ー
ト
Ｂ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
」

「
ク
ラ
ウ
ド
Ｂ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
」

「
統
合
Ｂ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
」
が
あ

る
。
ス
マ
ー
ト
Ｂ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
は

大
規
模
ビ
ル
向
け
で
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
使
用
量
を

見
え
る

化

す
る
だ
け
で
な
く
自
動

制
御
に
よ
る
節
電
機
能
を
搭

載
で
き
る
。
例
え
ば
外
気
温

や
室
温
を
監
視
し
、
湿
度
や

風
量
の
調
整
に
よ
っ
て
人
が

不
快
と
感
じ
な
い
よ
う
に
空

調
を
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
運
転
し

て
く
れ
る
。

　
ク
ラ
ウ
ド
Ｂ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
は
中

小
規
模
の
ビ
ル
向
け
。
エ
ネ

ル
ギ
ー
使
用
の
デ
ー
タ
を
ク

ラ
ウ
ド
上
で
集
計
し
て
管
理

で
き
る
。
も
う
一
つ
の
統
合

Ｂ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
は
複
数
の
ビ
ル
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
ま
と
め
て
管

理
す
る
。
例
え
ば
電
力
会
社

か
ら
電
力
不
足
対
策
と
し
て

デ
マ
ン
ド
レ
ス
ポ
ン
ス

Ｄ

Ｒ

需
要
応
答

信
号
が
発

信
さ
れ
た
時
、
統
合
Ｂ
Ｅ
Ｍ

Ｓ
は
各
ビ
ル
に
節
電
を
要
請

す
る
。
こ
の
時
、
ビ
ル
１
棟

ご
と
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
の

削
減
余
地
を
分
析
し
、
ビ
ル

別
に
削
減
目
標
を
振
り
分
け

る
。
１
棟
単
独
で
節
電
に
取

り
組
む
よ
り
も
削
減
効
果
が

大
き
く
な
る
と
期
待
さ
れ

る
。
東
芝
は
統
合
Ｂ
Ｅ
Ｍ
Ｓ

を
横
浜
市
で
の
ス
マ
ー
ト
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
実
証
事
業
に

活
用
し
、効
果
を
検
証
す
る
。

　
で
は
Ｂ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
で
ど
れ
だ

け
の
節
電
効
果
が
あ
る
の

か
。
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
東
京
本

社
が
入
居
す
る
パ
ナ
ソ
ニ
ッ

ク
東
京
汐
留
ビ
ル

東
京
都

港
区

は

階
建
て
ビ
ル
の

５
０
０
０
カ
所
か
ら
電
力
の

デ
ー
タ
を
集
計
。
他
に
温

度
、
湿
度
、
空
調
冷
水
な
ど

も
監
視
し
て
い
る
。
デ
ー
タ

を
分
析
し
て
節
電
ポ
イ
ン
ト

を
発
見
す
る
の
は
も
ち
ろ

ん
、
設
備
の
運
転
方
法
を
変

更
し
た
際
の
節
電
効
果
も
集

計
デ
ー
タ
で
検
証
す
る
。
空

調
の
設
定
温
度
の
見
直
し
や

照
明
の
明
る
さ
の
改
善
な

ど
、
日
々
の
節
電
活
動
の
成

果
が
す
ぐ
に
わ
か
る
の
も
Ｂ

Ｅ
Ｍ
Ｓ
の
効
果
だ
。
汐
留
ビ

ル
で
は
空
調
の
運
転
開
始
時

間
の
見
直
し
な
ど
細
か
な
調

整
を
各
所
で
実
践
し
、
節
電

を
追
求
し
て
き
た
。

　
汐
留
ビ
ル
は

年
の
完
成

当
時
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用

効
率
の
高
い
設
備
を
完
備
し

て
お
り
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

余
地
が
少
な
い
と
み
ら
れ
て

い
た
。
そ
れ
が
セ
ン
サ
ー
と

Ｂ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
の
活
用
に
よ
っ
て

年
度
は

年
度
よ
り
も
エ

ネ
ル
ギ
ー
消
費
原
単
位
を

％
改
善
で
き
た
。

　
Ｂ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
の
節
電
効
果
に

期
待
し
、
経
産
省
は

年
４

月
に
中
小
規
模
ビ
ル
へ
の
Ｂ

Ｅ
Ｍ
Ｓ
導
入
促
進
事
業
を
始

め
た
。
ク
ラ
ウ
ド
を
活
用
し

て
構
築
す
る
Ｂ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
の
導

入
費
用
の
一
部
を
助
成
す
る

事
業
で
、
ビ
ル
側
は
使
用
電

力
量
な
ど
の
計
測
デ
ー
タ
は

ク
ラ
ウ
ド
上
で
集
計
し
、
パ

ソ
コ
ン
で
デ
ー
タ
を
閲
覧
で

き
る
。
中
央
監
視
盤
を
設
置

し
た
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理

の
専
任
者
を
常
駐
さ
せ
た
り

す
る
必
要
が
な
く
、
低
コ
ス

ト
で
Ｂ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
を
利
用
で
き

る
。

　
申
請
受
付
窓
口
と
な
っ
て

い
る
環
境
共
創
イ
ニ
シ
ア
チ

ブ
に
よ
る
と
、

年
２
月

日
時
点
の
申
請
は
２
６
２
４

件
。

年
３
月
末
の
目
標
６

万
５
２
１
６
件
に
対
し
て
４

％
の
申
請
状
況
だ
。

年
度

に
入
っ
て
か
ら
導
入
促
進
事

業
が
始
ま
っ
た
の
で
導
入
予

算
の
手
当
が
間
に
合
わ
な
か

っ
た
中
小
ビ
ル
が
多
い
よ
う

だ
。
学
校
な
ど
自
治
体
の
施

設
も
対
象
な
の
で

年
度
に

予
算
を
確
保
す
る
ビ
ル
、
自

治
体
が
増
え
て
申
請
が
加
速

さ
れ
る
と
の
見
方
が
あ
る
。

　
エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
は
燃
料
電

池
の
本
体
と
お
湯
を
た
め
る

貯
湯
ユ
ニ
ッ
ト
か
ら
な
り
、

発
電
し
た
時
に
発
生
す
る
熱

で
お
湯
を
沸
か
す
。
業
務
用

や
工
業
用
に
も
使
わ
れ
て
い

る
熱
電
併
給

コ
ジ
ェ
ネ
レ

ー
シ
ョ
ン

シ
ス
テ
ム
の
一

つ
だ
。
燃
料
の
水
素
を
都
市

ガ
ス
や
液
化
石
油
ガ
ス

Ｌ

Ｐ
Ｇ

か
ら
改
質
し
て
取
り

出
す
こ
と
も
あ
っ
て
、
電
機

メ
ー
カ
ー
や
給
湯
器
メ
ー
カ

ー
、
ガ
ス
・
石
油
会
社
な
ど

が
研
究
開
発
に
し
の
ぎ
を
削

っ
て
い
る
。

　
出
荷
量
も
着
実
に
増
加
。

コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
高
度
利
用
セ
ン

タ
ー
の
調
査
に
よ
る
と
、
メ

ー
カ
ー
販
売
台
数
の
推
移

は
、

年
度
の
４
９
９
７
台

か
ら

年
度
は
６
４
６
９
台

と
伸
び
悩
ん
だ
も
の
の
、
東

日
本
大
震
災
の
発
生
後
は
急

伸
。

年
度
は
１
万
３
４
６

０
台
と
前
年
度
に
比
べ
て
２

倍
以
上
に
増
え
、

年
度
も

月
ま
で
の
９
カ
月
間
で
１

万
９
１
６
９
台
に
達
し
て
い

る
。

　
そ
う
し
た
中
、
東
京
ガ
ス

と
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
は
共
同
開

発
し
て
い
る
機
種
の
最
新
モ

デ
ル
を
発
表
。
４
月
に
販
売

を
始
め
る
。
最
大
の
特
徴
は

そ
の
価
格
。
１
９
９
万
５
０

０
０
円
と
業
界
で
初
め
て
２

０
０
万
円
を
切
る
水
準
を
達

成
。
約
２
７
６
万
円
す
る
現

行
機
種
か
ら
は
３
割
近
く
引

き
下
げ
た
。
部
品
の
統
合
や

シ
ス
テ
ム
の
簡
素
化
な
ど
で

部
品
点
数
を

％
削
減
し
た

ほ
か
、
電
極
触
媒
に
使
う
白

金
の
使
用
量
を
半
減
し
た
こ

と
な
ど
で
、
大
幅
な
コ
ス
ト

ダ
ウ
ン
を
実
現
し
た
。

　
サ
イ
ズ
面
で
は
設
置
ス
ペ

ー
ス
の
奥
行
き
を
現
行
機
種

の
９
０
０

か
ら
７
５
０

に
薄
く
し
た
。
主
に
、

現
在
は
内
蔵
し
て
い
る
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
熱
源
機
を
分
離
し

た
こ
と
に
よ
る
も
の
。
住
宅

の
裏
庭
の
狭
い
ス
ペ
ー
ス
に

も
設
置
で
き
る
よ
う
に
す
る

た
め
で
、
東
京
ガ
ス
に
よ
る

と
「
こ
れ
ま
で
は
一
戸
建
て

住
宅
の

％
に
し
か
設
置
で

き
な
か
っ
た
。
薄
く
し
た
こ

と
で

％
の
住
宅
に
置
け
る

よ
う
に
な
る
」

穴
水
孝
燃

料
電
池
事
業
推
進
部
長

と

推
計
す
る
。

　
さ
ら
に
東
京
ガ
ス
で
は
こ

の
新
機
種
を
ベ
ー
ス
に
、
よ

り
小
型
化
し
た
商
品
を
集
合

住
宅
用
と
し
て
投
入
す
る
予

定
。

年
度
下
期
中
に
は
開

発
を
終
え
、
住
宅
・
不
動
産

会
社
に
売
り
込
み
を
始
め

る
。
「
首
都
圏
の
住
宅
の
７

割
は
集
合
住
宅
。
マ
ン
シ
ョ

ン
向
け
の
展
開
は
非
常
に
重

要
で
、
で
き
る
だ
け
早
く
開

発
し
た
い
」

同

と
し
て

い
る
。

　
一
方
、
東
京
ガ
ス
と
パ
ナ

ソ
ニ
ッ
ク
の
商
品
と
は
タ
イ

プ
が
異
な
る
固
体
酸
化
型
燃

料
電
池

Ｓ
Ｏ
Ｆ
Ｃ

タ
イ

プ
の
エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
も
、

年
の
本
格
販
売
開
始
以
降
、

少
し
ず
つ
勢
力
を
伸
ば
し
て

い
る
。
先
陣
を
切
っ
た
の
が

Ｊ
Ｘ
日
鉱
日
石
エ
ネ
ル
ギ

ー
。
既
存
の
固
体
高
分
子
型

燃
料
電
池

Ｐ
Ｅ
Ｆ
Ｃ

タ

イ
プ
に
比
べ
、
発
電
効
率
が

高
い
う
え
、
構
成
部
品
点
数

も
少
な
い
こ
と
か
ら
、
よ
り

小
型
化
し
や
す
い
と
い
う
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
。

　
Ｊ
Ｘ
日
鉱
日
石
エ
ネ
ル
ギ

ー
で
は
そ
れ
ま
で
販
売
し
て

い
た
Ｐ
Ｅ
Ｆ
Ｃ
か
ら
は
撤
退

し
、
Ｓ
Ｏ
Ｆ
Ｃ
一
本
に
集

中
。
「
Ｄ
ｒ．

お
う
ち
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
」
と
呼
ぶ
エ
ネ
ル

ギ
ー
診
断
士
を

年
度
中
に

全
国
で
１
０
０
０
人
配
置

し
、
家
庭
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
ア
ド
バ
イ
ス
。
１
軒
ご
と

に
最
適
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使

用
方
法
を
提
案
す
る
と
同
時

に
、
エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
の
購
入

も
促
そ
う
と
い
う
も
の
だ
。

一
色
誠
一
Ｊ
Ｘ
日
鉱
日
石
エ

ネ
ル
ギ
ー
社
長
は
「
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
事
業
を
も
う
少
し
育

成
し
た
い
。
そ
れ
に
は
エ
ネ

ル
ギ
ー
診
断
士
と
エ
ネ
フ
ァ

ー
ム
が
柱
に
な
る
。
エ
ネ
フ

ァ
ー
ム
に
よ
っ
て
家
庭
で
の

Ｌ
Ｐ
Ｇ
需
要
を
増
や
し
て
い

く
」
と
力
を
込
め
る
。

　
こ
の
ほ
か
、
大
阪
ガ
ス
と

ア
イ
シ
ン
精
機
な
ど
が
共
同

で
、
Ｓ
Ｏ
Ｆ
Ｃ
の
エ
ネ
フ
ァ

ー
ム
を
投
入
。

年
４
月
下

旬
に
販
売
を
開
始
し
、
関
西

地
方
を
中
心
に
少
し
ず
つ
出

荷
量
を
伸
ば
し
て
い
る
。
こ

の
よ
う
に
、
現
在
は
Ｐ
Ｅ
Ｆ

Ｃ
と
Ｓ
Ｏ
Ｆ
Ｃ
が
並
び
立
っ

て
い
る
状
況
だ
が
、
い
ず
れ

は
発
電
効
率
が
高
く
、
小
型

化
も
し
や
す
い
Ｓ
Ｏ
Ｆ
Ｃ
が

主
流
に
な
る
と
目
さ
れ
て
い

る
。

　
だ
が
、
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
で

は
「
Ｐ
Ｅ
Ｆ
Ｃ
は
負
荷
追
従

が
速
く
、
例
え
ば
太
陽
電
池

や
風
力
発
電
な
ど
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
負
荷
変
動
を

補
完
す
る
こ
と
が
で
き
る
」

清
水
俊
克
燃
料
電
池
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー

と
、

エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
に
よ
る
新
た

な
用
途
を
提
案
。
「
発
電
効

率
に
熱
回
収
を
含
め
た
総
合

効
率
も
Ｐ
Ｅ
Ｆ
Ｃ
の
方
が
高

い
」
と
ダ
メ
押
し
す
る
。
東

京
ガ
ス
も
「

年
度
に
は
同

じ
Ｐ
Ｅ
Ｆ
Ｃ
を
積
ん
だ
燃
料

電
池
車
が
商
用
化
さ
れ
、
そ

の
シ
ナ
ジ
ー
が
期
待
で
き

る
。
そ
れ
に
Ｓ
Ｏ
Ｆ
Ｃ
は
動

作
温
度
が
７
０
０
度
Ｃ
以

上
。
起
動
す
る
ま
で
時
間
が

か
か
る
し
、
一
度
、
ス
イ
ッ

チ
を
切
っ
て
し
ま
っ
た
ら
大

変
」

穴
水
部
長

だ
と
し

て
、
当
面
は
Ｐ
Ｅ
Ｆ
Ｃ
が
優

位
性
を
保
て
る
と
反
論
す

る
。

　
と
は
い
え
、
二
つ
の
方
式

を
合
わ
せ
て
も
、
絶
対
数
で

言
え
ば
市
場
規
模
は
年
間
１

万
数
千
台
程
度
。
日
本
ガ
ス

協
会
の
提
言
を
受
け
、
政
府

が

年
の
設
置
台
数
目
標
を

５
３
０
万
台
と
し
て
い
る
の

に
比
べ
れ
ば
、
文
字
通
り

「
桁
違
い
」
だ
。
２
方
式
が

競
争
し
合
う
こ
と
で
、
さ
ら

な
る
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
や
小
型

化
、
高
性
能
化
を
進
め
る
こ

と
が
可
能
と
な
ろ
う
。

　
さ
ら
に
、
燃
料
電
池
車
の

登
場
と
と
も
に
進
む
水
素
イ

ン
フ
ラ
の
充
実
で
、
エ
ネ
フ

ァ
ー
ム
も
大
き
く
変
化
す
る

可
能
性
が
あ
る
。
今
の
自
動

車
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
の

よ
う
に
、
燃
料
電
池
車
に
は

水
素
を
充
填
す
る
水
素
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
が
不
可
欠
。
商
用

化
が
始
ま
る

年
度
に
は
東

名
阪
と
福
岡
の
４
大
都
市
圏

に
１
０
０
カ
所
の
水
素
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
が
先
行
整
備
さ
れ

る
予
定
。
さ
ら
に
、

年
に

は
１
０
０
０
カ
所
程
度
ま
で

拡
大
す
る
見
通
し
だ
。

　
そ
う
な
る
と
、
大
量
に
水

素
を
蓄
え
る
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

か
ら
、
近
隣
の
住
宅
や
公
共

施
設
な
ど
に
配
管
を
延
伸

し
、
エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
に
直

接
、
水
素
を
供
給
す
る
こ
と

も
可
能
と
な
る
。
水
素
が
直

接
来
れ
ば
、
都
市
ガ
ス
や
Ｌ

Ｐ
Ｇ
か
ら
改
質
す
る
装
置
が

不
要
と
な
り
、
エ
ネ
フ
ァ
ー

ム
の
大
幅
な
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン

や
小
型
化
に
つ
な
が
る
。
し

か
も
、
現
状
で
は
改
質
装
置

の
立
ち
上
げ
時
間
が
１
、
２

時
間
か
か
る
た
め
、
こ
れ
を

省
く
こ
と
で
使
い
勝
手
も
大

幅
に
改
善
さ
れ
る
。

　
加
え
て
、
水
素
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
か
ら
よ
り
純
度
の
高
い

水
素
を
送
れ
ば
、
燃
料
電
池

の
発
電
効
率
も
向
上
す
る
。

も
ち
ろ
ん
「
エ
ネ
フ
ァ
ー
ム

に
搭
載
し
て
い
る
改
質
装
置

で
も
、
品
質
に
問
題
な
い
程

度
の
純
度
の
水
素
を
つ
く
り

出
せ
て
い
る
」

東
京
ガ
ス

関
係
者

と
し
て
い
る
が
、

さ
ら
な
る
効
率
向
上
の
伸
び

し
ろ
は
期
待
で
き
る
。

　
現
在
、
北
九
州
市
で
行
わ

れ
て
い
る
実
証
事
業
「
北
九

州
水
素
タ
ウ
ン
」
で
は
、
新

日
鉄
住
金
の
製
鉄
所
か
ら
出

る
副
生
水
素
を
活
用
。
配
管

で
各
家
庭
や
公
共
・
商
業
施

設
に
供
給
し
、
燃
料
電
池
を

運
用
す
る
実
験
も
行
わ
れ
て

い
る
。
将
来
は
水
素
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
を
核
に
水
素
と
電

力
、
ガ
ス
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
な
ど
を
有
機
的
に
組

み
合
わ
せ
、
こ
れ
ら
を
最
適

利
用
す
る
「
ロ
ー
カ
ル
水
素

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
が
登
場
。

そ
の
中
で
、
エ
ネ
フ
ァ
ー
ム

は
分
散
型
の
コ
ジ
ェ
ネ
レ
ー

シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
の
主
役
と

し
て
各
家
庭
や
公
共
施
設
な

ど
で
活
躍
す
る
こ
と
に
な

る
。


